
 

 

Ｑ．（ 数学 標準問題精講３ 例題８８） 

解説の補助をお願いします。 

 

Ａ． 

なかなかとっつきづらい問題ですが、やるべきことをひとつずつやれば必ず解ける問題で

す。 

まず（１）について。 

最初に処理しなければいけないのは「na/πを超えない最大の整数をｍとする」という部分

です。これは聞き覚えがあってほしいところですが、ガウス記号の定義です。ただそれを

知らなくてもｍを不等式として評価することはできるので、上下からｍを挟みましょう。 

 

ただ、このままだと行き詰ってしまいます。そこでこの不等式はｍについてのものなので

無理やりｎについて式変形します。するとｍπ≦na≦（ｍ＋１）πとなります。naは求め

るべき不等式の積分区間としてでてくるので有益そうな情報となりました。 

 

ただ、またもやここから何をしてよいのか詰まってしまいます。このように式をいじって

いて行き詰ったときは、図に書いて視覚化してみることを習慣づけましょう。この考え方

で僕は受験生時代どれだけ救われてきたかわかりません。それくらい大事な考え方です。

今回も|sinx|のグラフを描いて求める面積を明らかにするとｐ２０３の図のようになり、

図から確かに不等式が成り立っている！と気づくことができます。グラフという新たな視

点から考えるだけですぐに答えに気付けてしまうことは多々あります。今回もその一種と

いえるでしょう。 

 

次に（２）について。 

積分の関数の中身が nxとなっています。このようにｘではないときにはｘに置換してより

単純に考えることが大切です。置換積分すると、（１）の不等式が代入できるので代入して

みます。すると 2m/nと 2(m/n+1/n)ではさめるので、この二つの極限値は一致していて、

はさみうちの原理で求まるのだな、とわかります。 

1/nは明らかに０にとぶので、m/nの極限を考えます。問題文に書かれた条件を一通り使っ

てしまったと思ったら、いままで導いた式の中でもう一度使えるものがないかを考えてみ

ましょう。すると式①を両辺ｎで割ることで、極限がはさみうちからわかります。 

 

※今回のように（１）が証明問題の時は、（１）がわからなくても必ず（２）は解きましょ

う！！ 

 


